
貸借対照表を事業（所得）ごとに出力する方法

１．会計単位の設定状況

２．仕訳入力内容

会計単位ごとに仕訳を入力します。 

今回はNo1とNo3の「現金」を「青色申告決算書（一般）」に、No2の現金

を「青色申告決算書（不動産）」に反映させる例となります。 

対象となる事業（所得）の

会計単位を「Ｂ/Ｓ管理＝

あり」で作成します。 
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３．一般の青色申告決算書

　（１）会計データ連携により、会計データを青色申告決算書に反映させる

　（２）貸借対照表への反映

「青色申告決算書（一般）」の貸借対照表には、事業が「一般」「製造業」

「建設工事業」の貸借科目が反映されます。 

今回は「一般」の仕訳として1,050,000円、「製造業」の仕訳として315,000円

を入力しているため、青色申告決算書には1,365,000円が表示されます。 
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４．不動産の青色申告決算書

　（１）会計データ連携により、会計データを青色申告決算書に反映させる

　（２）貸借対照表への反映

「青色申告決算書（不動産）」の貸借対照表には、事業が「不

動産」の貸借科目が反映されます。 

今回は「不動産」の仕訳として525,000円を入力しているため、

青色申告決算書には525,000円が表示されます。 

 なお、「農業」についても同様の方法となります。 
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